
 第６回 夢のような辻原づくり協議会 議事要旨 

 

日  時 令和８年２月１５日（日）18：00～19:05 

場  所 辻原 1クラブ 

参 加 者 
13 区：協議会委員 22 名 

市：市民部長以下職員 4名、傍聴 1名 

議   題 

【協議事項】 

１ 要望書（案）について 

２ 今後のスケジュールについて 

３ 区民投票（案）について 

４ その他 

決定事項 

議題１ 要望書（案）について 

・資料１、資料４、資料６の「インフラ整備要望」に「居住するために必要な上下水

道・雨水・消火栓等の地区全体インフラ要件（将来人口に応じた容量設計）を反映

する。」 

・資料１、資料４、資料６の「生活への思いに対する要望」に記載の「リニア工事作

業員の定住に繋がるまちづくりを実施」を「リニア関連に伴う定住や人口増加に繋

がるまちづくりを実施」に変更。 

議題２ 今後のスケジュールについて 

・３月５日に植田区長と柴会長が、市長に直接要望書を提出する。 

・３月２２日の１３区総会で、市から要望書の回答を説明。また、３月末の常会で、

再度市から辻原 1組及び２組・３組の常会で説明。 

議題３ 区民投票（案）について 

・４月中旬頃を目処に区民投票を実施することが承認される。 

・対象者は１８歳以上の自治会加入者世帯の者。 

・投票者名簿は、市及び地域の協力により作成。 

・若者含め投票者に情報格差がないように努め、十分に周知のうえで投票を実施。 

議題４ その他 

・第７回協議会で「反対の会」の意見を聴く機会を設ける。 

主な意見等 

●要望書（案）について 

会長：第 5 回協議会での指摘事項とそれ以降に追加のあった要望内容を資料２－１と

資料３に赤字記入した。本日、最終要望としてまとめ市に提出していく。 

・要望書は、市へ提出後回答をもらうのか。⇒回答してもらう。 

・リニア車両基地では 2,000 人近く働き、住宅増も考えられる。インフラ整備をきち

んとしてほしい。 

・上下水が整備されてない道路を作っても何の発展もない。生活環境に合わせた上下

水と雨水排水の整備、消火栓もしっかりと整備してほしい。 

・資料６「要望事項２」②リニア工事作業員の定住とあるが、開通後も人口増はある。 

 要望事項の長期は約束を守らない時はペナルティを与えるよう明記すべき。 

⇒基本合意協定の中で明確にする。 

・書面で締結した約束事は、市議会で確認してもらうのが本来。 

会長：本日の意見を手直しして要望書を完成し、各世帯へ配布する。 

●今後のスケジュールについて 

会長：２月中に要望書を市へ提出したい。３月２２日の大組総会で市から回答をもら 

うが、十分に周知できないので、３月末の常会で市から再度回答の説明をしてもら

ってはどうか。 

・若者向けにＳＮＳなどを活用して動画配信し、内容をわかりやすくするよう環境を

裏面あり 



整えないといけない。 

 ⇒情報格差をなくすことが大事。３月役員会で議論する。 

●区民投票（案）について 

会長（資料４を説明し提案）：１３区の総意として投票を４月中旬に予定したい。投票

前に要望内容を画像等により周知する方法は、これから決めたい。辻原として区民

投票をやるかやらないか、やれば投票方法、対象者など決めたい。 

・過半数で可決か？有効投票数、決定数を決めるべき。 

・投票は遅れてもいいので結果をちゃんと区民におろせばよい。 

・建設した場合、建設しなかった場合でどうなるか。周知プロセスが一番大事。投票

する方に中味を理解してもらう方法を伝えることが大事。 

会長：市で、１８歳以上の対象者を把握する方法を検討願います。 

●その他 

会長：第 7回協議会で、反対の会の意見を聴く機会を設ける。 

・荻野反対の会会長が、2 月 1 日の反対の会主催の討論会でのアンケート記載内容を

読み上げる。 

・特に、恵北地区の人達は、地域性から付知の火葬場の存続を希望している。 

・加子母の人達は、メモリアル建設候補地がどこに選定されているか知らない。もっ

と周知すべき。 

次回開催日 令和８年３月１５日（日） １８時 辻原 1クラブ 

    

  ＊「要望書は協議会で作成中のため、完成後、区民の皆様に要望書の内容とその資料を配布します。」 

   そのため、今回の会議資料は市ホームページに掲載しませんのでご了承ください。 


